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1．はじめに
　本章では、本論文のキーワードである SNSの概要を
述べ、続いて本研究の背景、目的と位置づけについて述
べる。
（1）SNS（Social Network Service）とは
　近年、電子メール、電子掲示板（BBS）、チャット、
ブログ（Weblog）といったコンピュータなどの情報機
器を媒介したコミュニケーション（Computer Mediated 
Communicationと表現される。以下、CMCと呼称）を
提供するサービスが普及している。
　本研究で述べる SNSは急速に普及した CMCの一種
であり、日本における SNSとしては mixi（1）や GREE（2）
などがあり、中高生や大学生などの若年層を中心とした
多数のユーザーが利用している。SNSは、斐品ら（3）の
分析によれば、基本的には、電子メール、電子掲示板、
ブログ、Webサイトといった既存の CMCサービスを統
合したものと解釈することができる。ユーザーは、SNS
管理者から招待されることによってアカウントを取得す
れば、あとはインターネットのブラウザさえあれば、こ
れらのサービスを一元的に利用できるようになる。
（2）コミュニケーションの活性化を目指した SNSの研究
　大学・短期大学・専門学校などの高等教育機関におけ
る学校教員・看護師・介護福祉士などの免許取得に関連
した専門教育課程では、現場での一定期間の実習が課さ
れている。しかし、学生を受け入れる実習先、実習を受
ける学生、そして両者の仲立ちとなる教育機関の三者に
とって実習活動は、それぞれにいくつかの問題を抱えて
いる。
　その中でも、実習期間中の実習生は、大学の教室とは
大きく異なる分散非同期環境に置かれているため、大学
教員や他の実習生に相談することが困難であるという問
題がある。この問題を解決するために、大学教員は各実
習先を巡回して学生から状況をヒアリングし、必要に応
じて情報提供を行ったり相談にのったりという指導を行
うことがある。しかし、大学教員が各実習先を巡回する
のはせいぜい 1回程度であり、学生からすると明らかに
機会が少なすぎる。
　この問題に対し、例えば、西端（4）は教育実習中の学
生間、あるいは学生・教員間のコミュニケーション不足
に着目し、コミュニケーションを円滑にするためのクロ
ーズド SNS（利用者を限定した SNS）を導入し、SNS
の電子掲示板に該当する機能を活用してその効果を検証
している。
　このように SNSの導入・活用は、実習中の学生同士
や教員・学生間のコミュニケーションを支援することが
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期待できる。
　著者が所属する信州短期大学（平成 24年度より佐久
大学信州短期大学部に名称変更）と佐久大学看護学部で
も、学生が施設へ赴く実習科目がカリキュラムとして組
み込まれた学科があり、実習教育の支援に SNS活用を
検討する価値はあると考えられる。
（3）著者が進めている SNS研究について
　これまでの SNS活用に関する研究は前述したように、
お互いがコミュニケーションをすることが困難な分散非
同期環境での活用を想定していた。しかし一方でお互い
が直接顔を合わせることができる対面環境での SNS活
用に関する研究はほとんど見られていない。これはコミ
ュニケーションが成立しやすい対面環境があるなかで、
わざわざ分散非同期環境の CMCシステムである SNS
を利用する価値が見いだせないためであろう。しかし今
日の学生達を見ると、対面環境であるゼミナールであっ
ても、ディスカッションに積極的に参加しない学生や、
自分の意見を述べようとしない学生が増えてきており、
指導教員を悩ませているのが現状ではないだろうか。し
かし、情報通信白書（5）では若年層の CMC利用率が高い
ことを報告していることから、彼らは決してコミュニケ
ーションを好まないわけではなく、携帯電話などの情報
機器を巧みに扱い、様々な CMCサービスを利用してコ
ミュニケーションをしているようである。
　そこで本研究では、大学教育におけるゼミナール教育
への SNS活用を試みている。
（4）本論文で報告する研究について
　本論文ではゼミナール用 SNSの構築とその試用を通
して、ゼミナールに所属する教員とゼミ生、あるいはゼ
ミ生同士、さらには卒業生も含めたユーザー間のコミュ
ニケーションの支援の可能性を探る。そこで、SNSシ
ステムの構築には、まずは小規模あるいは、最低限の機
能を持ったシステムで運用することを考えた。将来的に
は、そこで得られた課題からシステムの改良を重ね、
徐々にシステムの品質を上げていくスパイラル型開発手
法（6）を採って SNSの機能を充実させていくつもりであ
る。
　そこで著者は、自身が指導を担当するゼミナール内に、
オープンソースの Open PNEを利用した SNSを構築し、
2011年 10月 31日から試用している。被験者である
SNS参加者は、著者のゼミ生は当然として、卒業生に
も協力を依頼した。在学生だけでなく卒業生も参加させ
たのは、彼らが指導教員を介さずにコミュニケーション
をすることを期待したためである。
　本論文では、著者が担当するゼミナール用に構築した
SNSの概要と、その SNSを 3ヶ月間試用して得られた
ログデータを踏まえて、参加したゼミ生ならびに卒業生、
SNSに投稿されたメッセージの傾向と、SNSのメッセ
ージを踏まえたゼミ指導の事例を報告する。
2．導入したSNSについて
　SNSと一口に言っても、利用できる機能、導入コスト、
拡張性、対応するサーバー環境など、条件に応じて様々
なシステムが用意されている。本章では、はじめに著者
が選定したサーバー環境について述べる。次に、そのサ
ーバーに導入した SNSについて述べる。そして最後に
SNS参加者と利用ポリシーについて述べる。
（1）サーバー環境について
　SNSを導入するサーバーは、著者が所属する大学の
サーバーではなく、著者個人が研究用にレンタルしてい
るサーバーを採用した。これは本学のWebサーバーは
広報用であり、本研究のような実験用には向いておらず、
万が一サーバーダウンをさせた場合の損害が大きいため
である。一方、著者がレンタルしているWebサーバー
は主に著者が担当する授業の連絡に活用しており、また
開発中のWebアプリケーションの動作テストに使用し
た実績もある。そこで著者が個人所有するサーバーに
SNSを導入することが適切であると判断した。そのサ
ーバーの仕様は表 1に示すとおりである。
（2）SNSについて
　SNSの導入において、以下の 4条件を念頭に選定を
行った。
　第 1に SNSで利用できる機能は、参加者が予め持っ
表 1　採用したサーバーの仕様
レンタル形態 Xenによる仮想マシン
??????
CPU
Intel（R） Core（TM）2
Quad CPU 2.66GHz
メモリ 512［MB］
HDD 50［GB］
??????
OS Cent OS 5.7
Webサーバー Apache 2.2.3
DBMSサーバー MySQL 5.5.18
スクリプト実行環境 PHP 5.3.8
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ている SNSのイメージに近いほうが、参加者もどのよ
うに利用すればよいか分かりやすいだろう。そのため一
般的な SNS（1）（2）が持つ機能（①ユーザーアカウント管理、
②プロフィール、③日記、④コミュニティ、⑤メッセー
ジ）を、導入直後に利用できる SNSが望ましい。
　第 2に、本研究で導入する SNSは、SNS管理者や参
加者からどのような要求が出てくるのか未知である。そ
のため想定外の要求にも柔軟な対応が可能である必要が
ある。よって、ソースコードの追加、改変が認められて
いるオープンソース SNSが望ましい。
　第 3に、今回使用するサーバーは Linux系 OSである
が、もし SNSの利用範囲が全学的に拡大した場合、本
学教職員には Linuxの運用に長けた人材が少なく、デフ
ァクトスタンダードであるWindows系 OSに切り替え
る可能性も十分にあり得る。そのため OSを選ばないマ
ルチプラットフォームな SNSが望ましい。
　第 4に、SNSを運用するうえで、資料を調査する必
要に迫られることが考えられる。その際に資料が豊富で
あることは勿論、その内容が日本語で記述してあること
が望ましい。
　その結果、本研究では前述の 4条件に合致し、かつ導
入実績の多い Open PNE（7）を採用した（図 1参照）。
（a）ログイン画面例
（b）ログイン直後の画面例
図 1　Open PNE
図 2　SNSを介した教員・学生・卒業生のコミュニケーションイメージ
表 2　SNS参加者
利用者 立場や特性など
教員（1名） 情報教育、教育工学専門
ゼミ生
（2年生 2名、1年生 1名）
全員が情報系のコースを選択
卒業生（3名）
情報システム系企業経営者、事
務職員、Webデザイナー、各 1名
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（3）参加者について
　SNSの参加者には、著者であるゼミナール指導教員 1
名、ゼミ生 3名（2年生 2名、1年生 1名）、ゼミ卒業生
3名の三者 7名とした。詳細は表 2に示す。参加者に卒
業生を加えたのは、参加人数を増やすためでもあるが、
図 2に示すように彼らが指導教員を介さずにコミュニケ
ーションすることを期待したためである。そして導入し
た SNSは、後述の利用ポリシーに従い、参加者でない
人物は一切アクセスできないように設定した。こうする
ことで、管理者（著者＝ゼミ指導教員）が把握できない
人物のアクセスを防ぎ、ゼミナール内に限定したクロー
ズドコミュニティを構築した。
　なお、ゼミナール自体が情報分野を専門にしているこ
ともあり、全ての参加者は PCや携帯電話などの情報機
器の扱いに十分精通している。
（4）SNS利用ポリシーについて
　参加者をゼミナール内に限定した SNSとはいえ、利
用にあたり多少のルールは必要である。そこで参加者へ
招待メールを送る際に、表 3に示す SNS利用ポリシー
を添付した。
　また、この利用ポリシーは、SNS利用時にも SNS管
理者（SNS内に登録した架空のキャラクター）のプロ
フィールを閲覧することで SNS利用時にも確認できる
ようにしている。
　以上を踏まえて導入した SNSと SNS利用者のシステ
ムイメージを図 3に示す。
3．SNSの試用で得られたログデータの分析
　本 SNSは 2011年 10月 31日より稼働を開始した。参
加者たちは、稼働から現在（2012年 2月 5日）までの
14週間（約 3か月）において、主に日記とコメントの
機能を利用しており、その他の機能（コミュニティ、メ
ッセージなど）はほとんど利用していない。なお、本
SNSの日記とコメントは、他の CMCサービスでいうブ
ログのエントリとコメントに相当する機能であり、参加
者自身が思っていることを日記に投稿し、他の参加者は
その日記を読んで感想や意見をコメントとして投稿する
表 3　SNS利用ポリシー
項目 ポリシーの内容（抜粋、一部加筆・修正） その目的
SNS利用者
①指導教員およびそのゼミ生
②ゼミ卒業生
③その他、指導教員が認める人物
　上記のいずれかに該当する人物。
　参加者に、ゼミ内限定のクローズなコミ
ュニティであることを理解させ、それ以外
の人物は一切参加できないことを認識させ
る。
ユーザー名
①在学生は、氏名がわかるようなユーザー名を設定する
　例）信短太郎、信短☆花子
②卒業生は、現在の立場がわかるようなユーザー名を設定する
　例）OB信短太郎、信短♪ OG♪花子
　クローズなコミュニティであるため、ハン
ドルネームなどは使わせないようにし、SNS
上の自分と、実際の自分の乖離を防ぐ
　またユーザー名に本名を含ませることで、
他の参加者がユーザーを特定しやすくする。
利用について
①在学生の場合
　 卒業生たちからゼミや卒業後に関する経験など、様々な情報を
引き出し、今後の自分に役立たせる。
②卒業生の場合
　近況報告や、在学生に卒業研究や就職活動のアドバイスをする。
　本 SNSを設置した目的を理解させ、在学
生／卒業生として、SNS内でどのように振
る舞うべきかを考えさせる。
図 3　SNSシステムイメージ
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のが一般的である。
　本章では、この日記とコメントに焦点を当て、明らか
になったことを述べる。
（1）日記・コメント投稿数の推移について
　図 4に全参加者の日記とコメント投稿数の推移を 1週
間単位の集計にて示す。この図を見ると、日記の投稿数
よりも、コメントの投稿数の方が多い傾向があることが
わかる。また SNS稼働直後は多数の日記とコメントが
投稿されているが、これは招待された参加者が興味を持
って利用したためと思われ、その翌週以降は投稿数が低
下している。
　その後、2度にわたって投稿数が増加している（図 4
の①、②の範囲）。①の期間（2011年 11月 28日～12月
11日まで）は卒業生 Fが採用面接を受け、採用が決ま
ったことを日記に投稿し、他の参加者達がそれを祝うコ
メントを投稿している。②の期間（2011年 12月 26日
～翌年 1月 8日まで）は冬期休暇中であるが、趣味の話
題や新年の挨拶を日記やコメントで投稿している。
　以上より、授業期間や休暇中に関わらず、参加者にと
って何か特別な出来事が起きた場合に日記やコメントの
投稿数が増加することを確認できた。
（2）日記・コメント投稿の曜日・時間帯について
　参加者が日記を投稿した曜日と時間帯の件数を表 4に、
コメントを投稿した曜日と時間帯の件数を表 5に示す。
　表 4・5を見ると日記の投稿が集中する曜日は火曜日
であり、コメントの投稿が集中するのは火曜日と水曜日
であることが分かる。これはゼミナールが月曜日の 4～
5時限（14:40～17:50）に開講されており、そこで SNS
参加者が雑談を含んだ活発なコミュニケーションをした
あと、翌火曜日にその話題の続きを日記として投稿して
いるのではないかと思われる。そして火曜日に投稿され
た日記を他の SNS参加者が確認し、同じ日である火曜
日か翌水曜日にコメントを返しているのではないかと思
われる。一方で日記の投稿が少ない曜日は週末である金
曜日から日曜日で、コメントの投稿が少ない曜日は火・
水曜日以外の曜日である。このことから休日よりも平日
に日記の投稿をすることが多く、その日記につられてコ
メントも平日に多く投稿されるのではないかと思われる。
　続いて時間帯を見てみると日記は 15時～24時に投稿
が集中しており、特に 21時～24時に投稿が際立って集
中していることが分かる。これは授業が終了してから就
寝するまでの時間帯、特に自由な時間帯に日記を投稿し
ているのではないかと思われる。コメントも同様の傾向
が見られ、こちらも特に 21時～24時に投稿が際立って
集中している。一方で日記やコメントの投稿が少ない時
間帯は深夜 3時～早朝 6時（0件）であることが分かる。
　以上より参加者が日記やコメントを投稿する曜日や時
間帯の傾向を把握できることが確認できた。これは参加
者へ情報を一斉に配信するタイミングの検討や、メンテ
ナンスなどで一時的に SNSを停止する日程を決める際
図 4 　日記とコメントの投稿数の推移
表 4　日記投稿の曜日・時間帯（件）
曜日
時間帯
月 火 水 木 金 土 日
??
00時～03時前 1 1 1 3
03時～06時前 0
06時～09時前 1 1 2
09時～12時前 1 1 1 2
12時～15時前 1 1 2
15時～18時前 1 2 2 1 1 7
18時～21時前 2 1 1 2 7
21時～24時前 1 5 1 2 1 1 11
総　　計 5 10 5 6 3 2 3 34
表 5　コメント投稿の曜日・時間帯（件）
曜日
時間帯
月 火 水 木 金 土 日
??
00時～03時前 1 1 2 1 5
03時～06時前 0
06時～09時前 1 1 2 1 5
09時～12時前 1 1 1 2 5
12時～15時前 2 1 2 4 9
15時～18時前 1 5 1 1 1 9
18時～21時前 1 3 3 2 3 12
21時～24時前 2 8 9 1 3 23
総　　計 8 18 17 4 6 8 7 68
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に役立つと思われる。
（3）日記の投稿数と内容について
　表 6に SNS参加者が投稿した日記に記述された中心
的な内容と投稿数の分類を示す。なお、分類項目は著者
が KJ法を用いて分類し、それぞれに分類名を付けてい
る。
　前述したとおり、SNS運用開始から一週間程度は本
SNSに関する内容（SNS入会の挨拶、使い方の質問など、
8件）が多かったが、その後は主に個人的なこと（近況
報告など、18件）やゼミ指導（1件）、ゼミ生の就職活
動（2件）などの内容を投稿するようになった。（なお 2
年生 Bの投稿数は 0だが、この学生は当時から個人的
な事情で不登校気味であり、本 SNSの利用に対しても
敬遠していたようである）
　この表を見ると卒業生 Fの日記投稿数が 14件と際立
って多いが、これは他の学生・卒業生と比べて、プライ
ベートでのブログ運営やチャット活用の経験が豊富であ
ることが一因と思われる。
（4）コメント投稿数について
　表 7に日記に対するコメント投稿数と内容の分類を示
す。表 6と比較してみると、全ての参加者が日記投稿数
（総数 34件）よりもコメント投稿数（総数 68件）の方
が多いことがわかる（ただし、教員である著者の場合は
コミュニケーションの促進を意図して、できるだけコメ
ントするように心がけていた。よって、このような数値
になるのは当然である）。これは一件の日記に対し複数
のコメントが投稿されるためと考えられ、この現象はブ
ログでも見られる。しかし、ブログでは面識のない者同
士でのコミュニケーションが一般的だが、本 SNSでは
参加者が同じゼミ生（あるいはゼミ出身）であり、直接
会う可能性が高い。実際、ゼミ中の雑談などで参加者同
士が SNSに投稿した日記やコメントを話題にしていた
事例を確認しており、これは分散非同期環境である
SNS内でのコミュニケーションが対面環境であるゼミ
ナールでのコミュニケーションを活性化させたことが予
想される。
　以上より、SNSを導入した約 3か月で 34件の日記投
稿、68件のコメント投稿が確認できた。これにより教
員・ゼミ生・卒業生間のコミュニケーションを、SNS
はある程度支援できたと思われる。しかし、一部のゼミ
生のような、不登校の学生には SNSによる支援の効果
は期待できないと思われる。
4．SNSの内容からゼミ生の指導に活用できた事例
　前章で述べたとおり、表 6・7より、投稿された日記・
コメントの内容は個人的なことが約半数を占めており、
ゼミ指導や就職活動に関する内容はごくわずかであった。
しかし、それらの内容をきっかけに、教員が学生の状態
を把握し、ゼミ指導に活用できた事例がいくつかあった。
本章では、その主な事例について報告する。
（1）事例 1：就職活動に対する意識の問題発見と対応
　図 5（a）は、就職活動として合同面接会に参加した 2
年生 Aの日記である。日記の投稿日時を見ると 11月中
旬であることから、教員としては就職活動に対して危機
感なり意欲をゼミ生に持ってほしいと願う時期でもある。
しかしこの日記の文面を見ると、2年生 Aは応募を検討
している企業から色よい返事をもらい、浮かれている様
子しか教員は見てとれなかった。そこでまず教員は軽い
タッチで 2年生 Aの意識を問いかけた。すると 2年生
Aからのコメントが返ってきたが、その内容から教員は
「就職に対する危機感や意欲が低い」と判断した。その
ため教員は翌日、2年生 Aを直接呼出し、口頭で指導し、
更に 2年生 Aに指導内容を再認させるため、SNSにコ
メントを投稿した。
表 6　日記に記述された主な内容と投稿数の分類
参加者
主な内容
?? 2年 1年 卒業生 ??
A B C D E F
ゼミ関係
ゼミ指導 1 1
就職活動 1 1 2
卒業生の
各種活動
就職活動 3 3
仕　　事 2 2
本 SNSに関すること 1 2 2 3 8
個人的なこと 8 2 3 5 18
総　　計 8 3 0 2 5 2 14 34
表 7　コメントに記述された主な内容と投稿数の分類
参加者
主な内容
?? 2年 1年 卒業生 ??
A B C D E F
ゼミ指導
ゼミ指導 2 2 4
就職活動 3 2 2 7
卒業生の
各種活動
就職活動 3 1 1 3 8
仕　　事 3 1 1 1 1 7
本 SNSに関すること 4 1 1 2 4 12
個人的なこと 9 1 3 8 2 7 30
総　　計 24 6 0 5 14 2 17 68
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（2）事例 2：「気づき」への促し
　2年生 Aは卒業研究を進めるにあたり、先行研究を担
った卒業生 Fに電話などでアポイントを取り、本人に
相談するよう教員から指示された。（2年生 Aと卒業生
Fは既に十分な面識がある）。その後、2年生 Aは卒業
生 Fに電話で相談したようである。その時のやり取り
に対し、卒業生 Fは図 5（b）に示すように SNSにて報
告として日記を投稿し、教員にフォローを促した。
　その日記を読んだ教員はコメントにて、両者を労いつ
つ、① 2年生 Aが卒業生 Fに直接相談するよう指示し
た目的、② 2年生 Aに気づいてほしかったこと、③卒
業生 Fに気づいてほしかったこと、を明かした。
　　その後、2年生 Aは卒業研究の進め方について「気
づき」が生じたようで、その後は進捗状況をまめに報告
するようになり、教員の研究室に来て、書籍などの資料
を積極的にサーベイするようになった。
　以上より、SNSはゼミナールのような教員・学生が
対面することの多い学習環境であっても、教員による学
生の状態把握を支援し、学生間あるいは学生・卒業生間
のコミュニケーションによる学習促進に有効である可能
性が示された。しかしこれは、教員が SNS内への十分
な介入がなされた結果である可能性がある。そうであれ
ば、もし教員の介入が疎かになった場合、一般のオープ
ン SNSに見られるような無秩序な状態になる可能性も
十分にありえる。これらについては、まだ明らかになっ
ていない知見が多いため、今後も SNSを運用しながら
調査・分析する必要がある。
（a）2年生 Aが書いた日記
（b）卒業生 Fが書いた 2年生 Aへの日記
図 5　ゼミ指導のきっかけになった日記
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5．終わりに
　本研究では、本学での SNS活用の可能性を探るのに
先立ち、ゼミナール教育での SNSの可能性を探るため、
ゼミナール用のクローズド SNSを導入した。また、導
入する際には教員とゼミ生だけでなく、卒業生も参加を
呼びかけることで、教員・ゼミ生間だけでなく、ゼミ
生・卒業生のコミュニケーションを促した。そして約 3
か月の運用を経て以下の 3つの知見を得ることができた。
　第 1に、SNSサービスで収集した日記・コメントの
投稿内容やそれに関連するデータから、参加者自身にと
って特別な出来事があると、日記の投稿と、それに関す
るコメントの投稿が増加する事例を確認できた。また参
加者が投稿する曜日・時間帯の傾向も確認できた。
　また第 2に、教員・ゼミ生・卒業生達が SNS上での
コミュニケーションをし、ゼミ中にも SNSに投稿され
た日記やコメントが話題に出るなど、ゼミ内でのコミュ
ニケーションの活性化にある程度は期待できることを確
認した。
　そして第 3に、SNS上でのコミュニケーションの内
容から、教員が学生の状態を把握し、指導に活用した事
例を確認できた。
　これらより分散非同期環境の教育だけでなく、ゼミナ
ール指導のような対面環境の教育においても、SNSの
活用が有効である可能性が示されたのではないだろうか。
　しかし一方で、参加者は SNSの日記とコメント機能
しかほとんど使っておらず、コミュニティやメッセージ
を活用していないことも確認できた。コミュニティは他
の CMCサービスでいう電子掲示板に類似しており、特
定の話題について意見やコメントを投稿する機能を持っ
ている。しかし、本 SNS参加者にとっては長期にわた
って議論する特定の話題を持っていないため、SNSの
コミュニティ機能を使用しなかったと思われる。またメ
ッセージは電子メールに類似した機能であるが、参加者
は、お互いのメールアドレスを知っており、これまでも
携帯電話や PCでメールのやり取りをしていたため、
SNSのメッセージ機能を使用しなかったと思われる。
　今後も本 SNSの運用を続けながら、ゼミナール教育
にとって必要な機能、不要な機能を洗い出し、ゼミナー
ル教育に役立つ SNSを提案していきたい。
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